
 

市営保育所の今後のあり方について（検討資料） 
に対する市営保育所嘱託医からの意見について 

 
 
≪アンケートの概要≫ 
 ○ 経過 
   京都市社会福祉審議会福祉施策のあり方検討専門分科会において市営保

育所の今後のあり方について御審議いただく中で，これまでに，市営保育

所で働く職員に対するアンケートを実施するとともに，子育て支援に関係

する団体，市営保育所の職員団体及び各市営保育所の保護者会から意見聴

取を行ってきた。 
   これらを行う中で，市営保育所嘱託医連絡協議会の方から，健康診断の

実施等，日ごろ，市営保育所に入所する児童の健康管理を行う立場からの

意見を述べたいとの御意見があったため，各市営保育所に勤務する嘱託医

に対してアンケートを実施したものである。 
 ○ 実施期間 
   平成２３年９月上旬から９月３０日まで 
 ○ 実施方法 
   「市営保育所の今後のあり方について（検討資料）」を嘱託医に配付 
   意見は自由記述とし，郵送等により事務局へ提出 
 ○ 提出のあった嘱託医 
   ２１名中９名 
 
 
    
 
 
 
 
 



 
 

平成２３年９月 

 

市営保育所嘱託医の皆様 

 

京都市社会福祉審議会 

福祉施策のあり方検討専門分科会事務局 

（京都市保健福祉局子育て支援部保育課） 

 

 

市営保育所の今後のあり方へのご意見について 

 

 

各種団体の代表者，学識経験者及び公募市民により構成する京都市社会福祉審

議会福祉施策のあり方検討専門分科会におきまして，平成２２年８月から，「市営

保育所の今後のあり方」についての検討が進められています。 

これは，厳しい財政状況の下，市営保育所・民間保育園全体で京都市の保育を

向上させていく必要があることから，「民間保育園と市営保育所の今後の役割」や

「市営保育所がその役割を担うために必要な機能」について検証を行い，「市営保

育所の今後の役割と必要な機能に基づく配置のあり方」と「今後の役割・機能及

び配置の実現へのプロセス」を明らかにしようと検討されているものです。 

このたび，当分科会におきまして「市営保育所の今後のあり方（検討資料）」

として，別添のとおり今日時点での検討内容がとりまとめられました。 

 つきましては，市営保育所の嘱託医としての立場からご意見等がございました

ら，別紙により，平成２３年９月３０日（金）までにご提出いただきますようよ

ろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

  






















